
本 文篇 の左側奇数 頁には,お おむね メ レン ドル フ式 に従 った ローマ宇転写 と,

ローマ 字転写 の 各行 の 下に 「直訳 に近 い もの」 を記 し,右 側偶 数 頁には,「 や や

自由な訳 文」 と,著 者が底 本 と考 える所謂 『崇禎本金瓶梅 』 を載せ てい る。 また

偶数 頁の 「や や 自由な訳文」の漢字 には,し ば しば カタカナ で思 い きったル ビが

ふ られ てお り,日 本 語 として意味が よく通 るように工夫 され てい る,

注釈 は,本 文篇 の後にま とめて掲載 されてお り,こ の注釈 には,満 洲語 ・漢語

・日本 語 ・欧 語索 引が巻末 に附 され てい る。初歩的な満洲語 の文法 知識 の ほかは

コンテ クス トか ら意味を取 る しかすべ を持たない評者 に とって,こ の注釈 はきめ

細 かな 文法書 ・辞書 の よ うに感 じられた,,し かも この注釈 を,rara一 とweile-」 の

よ うに似た よ うな意味だ とは知 ってい ても,正 確には ど う同 じで ど う違 うのか う

ま く説 明で きない言葉や,厂semebihe」 の よ うにたまに しか見ないが,出 くわす

とど う訳すべ きか,呻 吟 して しま う言葉 を満洲語索引か ら検索 できるの であ る,,

著者 は,本 書 で示 した 『満 文金瓶梅』の研究訳注作業の先 に,辞 書編 纂 を考 えて

いる よ うで(本 書3-4頁),本 書の注釈 と索引が周到 に作成 され てい るの も頷 け る。

本書 と,本 書 に続 くであろ う第11回 以降の研究訳 注を含 めた著者 の今 後 の成果

を,学 界(満 洲 語学 ・清朝 史学)の 共有財産 とす るために も,言 語 学研 究者 に よ

る本書の本格的 な専評が待たれ る,、(楠 木 賢道)

李治亭主編 『愛新覚羅家族全書』

ア イ シ ン=ギ ョ ロ氏 に関 す る 文献 は これ まで も多数 刊 行 され て い る が,こ の ほ

ど,そ の 決 定 版 と もい うべ き 一大叢 書 が編 まれ た。 全10冊 か ら成 る 『愛 新 覚 羅 家

族 全 書 』(李 治 亭 主 編,A5版,吉 林 入 民 出版 社,1997年5月)が,そ れ で あ るt

戴 逸 氏 に よ る序 文や,李 氏 の 「前言 」 に よれ ば,本 書 は,清 朝 史 ・満 族 史 さ ら に

中 国 家 族 史研 究 に お け る ア イ シ ン=ギ ョロ氏 研 究 の 意義 に鑑 み て編 纂 され た も の

で,一 族 の歴 史 と現 状 とを 包 括 的 に叙 述 す る ことを 目的 と して い る とい う.本 書

の 編 纂 は1995年7月 か ら翌96年8月 に か けて 行 か われ,全 体 の 編集 の任 に は,i三 編

の 李氏 と副 主編 の 馬 宝 珠 ・張 玉 興 ・劉 厚 生 ・柳 海 松 ・魏 克威 の 五氏 とが 当 た り,
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執筆 には,清 朝 史 ・満族 史の研 究者 ばか りでな く文学 ・美術 な どさ まざまな分野

の研 究者 ・専門家,さ らに現在活躍中のア イシ ンニギ ョロ氏 一門の諸 士 な ど総 勢

80余 名が参加 した,,各 巻の篇 目と編著者は,以 ドの通 りで ある。

1家 族全 史

2世 系源流

3人 物 薈萃

4家 事本 末

5家 法 礼儀

6詩 詞 襭英

7文 集 述要

8書 画攬勝

9養 生妙法

10典 逃備 覧

劉 小萌(著)

姜守鵬 ・劉奉文(著)

鞠殿義(主 編)

習書仁(主 編)

劉厚生(主 縞)

馬協弟(主 編)

張 玉興(主 編)

李理(著)

張 莉(主 編)

柳海松(主 編)馬 恩 巨 ・柳青松(副 主編)

この 構 成 を 一一瞥 した だ け で も知 られ る よ うに,本 書 の取 り扱 う分 野 は極 め て 多

岐 に 亘 っ て お り,厂 全 書 」の 名 に恥 じぬ もの とな っ て い る。 以 下,内 容 を簡 単 に

紹 介 す る,,

まず,本 書 の 収録 基 準 と して,時 間的 に は1583年 の ヌ ル ハ チ 挙 兵 か ら1995年 ま

で の400余 年 を 対 象 に 設 定 して お り,ま た 人物 の 収 載 に っ い て は,物 故 者 で あ る

こ とを 条 件 に挙 げ て い て,現 在 存命 中 の 人物 は若 干 の 例 外 を 除 き収 録 しな い 方 針

を採 っ て い る.,全 体 と して は 清 朝滅 亡以 前 が 中 心 と な って お り,入 関 前 史 に も比

較 的 分 量が 割 かれ て い る… 方 で,現 代 史 につ い て は 簡 略 で あ る,.各 巻 巻 頭 に は,

総 説 と して 「概 述 」 の 項 が設 け られ て い る の で,こ れ を全 巻 通 読す る の も 有効 で

あ ろ う、、

全 体 の 総 説 を も 兼 ね る第1巻 『家族 全 史 』 は,本 書 の 編 纂 が 開 始 され た1995年

に 専 著 『満 族 的 部 落 与 国家 』(吉 林 文 史 出版 社)を 公 刊 した 気 鋭 の 研二究者 劉 小 萌

氏 に よ る もの で,明 初 か ら説 き起 こ して1994年 の 溥 傑 氏 の 死 去は じめ 現 在 の 動 静

まで を通 史 と して ま とめ てお り,入 関 前 史 中心 に最 新 の研 究 成 果や 氏 の 創 見 を も

随 所 に 盛 り込 ん で い る 、以 下の 各 巻 は,大 別 して,第2・3・4巻 で は 人 物 の 伝 記

や 系 譜 が扱 わ れ,第5・9巻 に は 制度 典 礼 か ら宗 教 ・習 俗 に ま で及 ぶ 規 範 ・習 慣 全

般 が,ま た 第6・7・8巻 に は詩 文 ・書画 の 作 品 と解 説 が,そ れ ぞ れ 収 め られ て い
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る。 第10巻 『典 迹備覧』 は,入 関 前の満文 史料か ら現代の研 究書 ・小説 までの あ

らゆ る文献 ・書籍 と,印 璽 ・佩刀 か ら陵墓 ・古戦場 までのあ らゆる文化財 ・史跡

とを網 羅 した事 典 である、,この第10巻 と同 じく,第3・5・8・9巻 も事 典の体 裁 を

とってお り,筆 画順 に事項が配列 されている、、

「前言」で も断 って いる ように,こ れ ら10冊 各巻の間 には内容 の重複 もまま 見

受 け られ るが,そ れ ぞれの巻は単独の著作 と して首尾一 貫す る よ う配 慮が な され

てお り,巻 相 互の若干 の重複 ・齟齬はや むを得ぬで あろ う。例 えば,対 象 年限の

上限 を前述の如 く1583年 に置いたのは一つ の見識 とい うべ きであ るが,第3巻 『人

物 薈萃』 には 厂孟特穆 」(猛 哥帖 木児)の 項 を立てる な ど,巻 によって は猛 哥帖

木 児や 福満 か ら説 き起 こす くだ りも散見 される。 しか し,そ れは方針の 不統 一 と

い うよ りは,各 巻 の裁量 に よる もの と看做 すべ きで あろ 旗、また,内 容的 に注 目

す べ きもの を挙 げ るな らば,入 関前か ら乾隆期までの政治 史 ・制度 史 を扱 う研 究

者 に とって,第2巻 『世 系源 流』 に収 める一族略系図 は,披 見 ・検 索の 容 易 でな

か った 『愛新 覚羅宗 譜』 に比 し,簡 便な 早見表 と して有益 である。 この ほか 第5

～9の 各 巻に は,歴 史学研 究者 に とって有用な関連諸 分野 の知見 も多 く収 め られ

ていて,興 味深 い。 ただ,分 野に よる執筆 方法の違 いか らか,巻 によって は 出典

・典拠 を挙 げていな いな ど若 干の問題 があることは
,今 後本書 を活用 して い くに

際 して惜 しまれ る点で ある、,

多方面に亘 る豊富な内容 を もつ本書は,本 年刊行 され るはず の 『愛新 覚羅 宗 譜』

とともに,今 後清 朝 史 ・満族 史研究 に とって必備の基本 書の一一に数 えね ば な るま

い・.〈 杉 山清 彦)

頼恵敏著 『天漬貴冑一 清皇族的階層結構與経済生活 』

清代の経済 は,こ れ まで多種多様 な角度 か ら論 じられ て きたが,皇 族 及 び 宗 人

府 とい うと,皇 室 を論 じる際の附属的要素 として扱 われ て きた傾向が あ り,こ と

経済 に関 して 皇族 を別個 に取 り上げた研究は あまりみ られ ない,、本書(中 央 研 究

院近 代史研 究所 専刊81,A5版,359頁,中 央研 究院近代 史研 究所,1997年6月)は,

131


